
大 津 北 警 察 署 協 議 会 議 事 録 

開 催 日 時 令和４年９月 26日(月) 午後２時 45分から午後５時まで 

開 催 場 所 大津北警察署 ３階会議室  

出

席

者 

委 員 久保健会長、小畑雅裕副会長、北村尚美委員、馬場照美委員、東弘幸委員 
 

警 察 
署長、副署長、警務調査官、会計課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長 

交通課長、警備課長
 

議事概要   

１ 開会の言葉 

２ 署長挨拶 

  署長から「日頃から犯罪抑止・交通事故抑止などの情報発信や取組を実施している。今

後も必要な対応に努めていくので、忌憚のない意見をお願いする。」旨の挨拶がなされた。 

３ 会長挨拶 

  会長から「警察署協議会での意見等が安全・安心なまちづくりに役に立つような提言を

していきたい。」旨の挨拶がなされた。 

４ 第一回協議会における意見等に対する報告 

 (1) 水上バイクの取締りについて 

   警察から、水上バイクの取締り状況、遊泳客に対する啓発活動の強化等について報告

がなされ、委員から「警察の水上バイク利用者への啓発活動や置引きに対する啓発活動

は、地域住民にとってありがたい。」旨の発言がなされた。 

 (2) キッズゾーンの見直しについて 

   警察から、キッズソーンの設定基準、対策について報告がなされたほか、対策の中の

取締り方法として、交通機動隊員から可搬式速度違反自動取締装置の展示及び説明がな

された。 

５ 議題「令和４年８月末までの警察事象について」 

警察から、採用業務、警察安全相談業務、働き方改革の推進等、犯罪認知件数、人身安

全事案対応等、地域警察官による検挙状況、管内問題解決活動、山岳・水難・船舶事故の

発生状況等、特殊詐欺事件・自動車盗被害・置引き被害の発生状況及び検挙状況、交通事

故発生状況、飲酒運転撲滅作戦、思いやりゾーンの指定、交通安全施設の点検、悪質交通

違反の検挙、経済安全保障対策、大規模災害発生に備えた諸対策等について報告がなされ

た。その際、委員から、特殊詐欺被害の発生件数と金額の増加の理由、詐欺事件のデータ

分析による防犯対策、少年の非行防止対策における連携について質問がなされ、警察から

「県下的に発生件数は増加しており、当署管内では、高額被害があったことから被害金額

が増加した。」「綿密な分析により、多角的な防犯対策を実施している。今後は、より有

効な対策を見極め、犯罪抑止対策を強化していく。」「学校、少年補導員などの関係機関

等と連携し、情報共有を図っている。」旨の説明がなされた。 

６ 次回開催について 

  次回の協議会開催は 12月の予定となった。 

 

 


